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青

人

偖
て
デ

ウ
イ

ン
ト

の
繪
畫

は
全
體

に
か

ゝ
る
批

評

に
關

せ
ず
し

て
、
第

一

着

手

に
研
究

せ
ざ

る
べ
か

ら
ず
。

氏
の
繪
畫

は
表

出
に
於
て
は
甚

し
く
多

樣
な

ら
ね
ど

も
、
宏
大

崇
嚴

の
趣

は
最

良

の
近
代
風

景
畫

中

に
高

位
置

を

占

め

つ

ゝ
あ

る
な
り
。
建
築
物

の
畫

題

に
於

て
は
多

く

一
樣
に

や
ゝ
秀

逸

の
も

の
あ
り

。
氏

は
常

に
歴
史
的

の
建

築
物

を
描

き
て
、
石

工

や
ロ
ー

マ

ン
ス
の
重
み
を
現

は
す

に
適

せ
ざ
り
き

。
例

之
は

サ
ウ

ス
ケ

ン
シ

ン
グ
ト

ン
中

の
大
畫

の
「
ウ

エ
ス
ト

フ

ロ
ン
ト

、
オ
ブ
、
リ

ン
コ
ル

ン
キ
ヤ

セ
ド
ラ

ル
」
の
如
き
古
き
家
屋
が
彩
色

し
た

る
涅

板

の
觀

あ
り

。
こ
は
主
要

な

る
色

彩

に
富

め
る
も
の
に
て
、
デ

ウ
イ

ン
ト
の
作
中
稀

に
見
る
處

な
り

。
又
建
築

物

の
好
畫

題

を
描

き
た

る
も

の
は
、
「
ゼ

、
ル
ー
イ

ン
、
オ
ブ
、
ゼ
、
ビ

シ
ョ

ツ
プ

ス

パ
レ
ー

ス
、
リ

ン
コ
ル

ン
」「
ポ
ツ

タ
ー
ゲ
ー

ト
、
リ

ン
コ

ル
ン
」

「
グ

ロ
セ

ス
タ
ー
」
「
ブ
リ
ツ

ヂ

、
オ
ヴ

ア
ー
、
エ
、
ブ
ラ

ン
チ

、
オ

ブ
、
ゼ
、

ウ
イ

サ
ム
」
な

り
。
兎

に
角

に
建
築

物
を
描
く

は
、
デ
ウ
イ

ン
ト

の
長
所

な
ら

ざ
り
き
。
氏
は
自
己

の
創
始

の
方
法

に
て
、
有
名
な

る
静
物
畫

(
花

卉

も
含

む
)
を
描
け

る
こ

と
は
、
好
く
世

の
知

る
處

な
り

。
又

シ

エ
リ

ン

グ

ハ
ム
の
畫

趣

に
富

め
る
漁

者

の
寫

生

に
安

息
日

存
喜

ん
で
消
費

せ
し
む

と
も
、
普

く
人

の
知

る
處

な
り
。
實

に
氏
が
生
涯

に
安
息

日

の
ス
ヶ
ツ

チ

を

澤
山
作
製

し
た

る
こ
と
は
デ
ウ

イ

ン
ト
夫

人
の
記

せ
る
傳

記

に
載

せ
て

明
な
り
。
デ

ウ
イ

ン
ト
は
人
物

の
部
分
的

研
究
を

せ
ざ
り

し

て
ふ
愚
説

は

今
日

に
於

て
は

こ
れ
を
宜
し
く
排
除

す
べ
き
な

り
。
嘗

て
高

さ
九
吋
、
廣

さ

五
吋
の
氏
が
清
新

に
し

て
美
麗

な
る
水
彩
畫

を
見

た
り

。
其
繪

は
海
岸

に
漁

者
あ
り

て
其
後

の
波

の
打

て
る
處

な
り
。
漁
者
は
直
立

し

つ

ゝ
あ
り
。

本
職

の
人
物
畫

家

の
筆

と
は
何
處

か
異
れ

ど
も
如
何

に
も
勇

敢

に
し

て
強

壮
に
頗

る
重
量

の
あ
り

げ
な

る
體

格
な
り

き
。
こ
れ
等

の
人
物
寫

生
は
無

論
デ

ウ
イ

ン
ト
の
生
涯
の
作
品

中
に
眞

正

の
價

値

あ
る
も

の
な
れ
ど

も
、

こ
は
氏
が
英
國
風

景
畫

家

の
重
鎭

に
て
、
水
彩
畫

及
油
繪

共
に
近
世
美
術

の
指
導
者

た
り

し
德

の
致
す
處

な

る
な
り

。

要

す

る
に
デ

ウ
イ

ン
ト
は
筆
力
雄
健

に
色
彩
豊
富

な
り
き
。
氏
は
輪
廓
内

に
彩
具
を
塗

ら
ざ
り

き

。
苟

も
顔
料

を
用

ゆ
る
痴
事

を
演
ぜ
ず

。
氏

は
實

に
生
れ
な

が
ら

の
眞

正
の
畫

家

に
て
、
創
始
的

の
色

彩
な
り
き

。
素

よ
り

範
圍

に
は
限
り

あ
れ
ど

も
、
強
壮

に
し

て
熱

心
に
剛
勇

に
し
て
嚴
格

に
、

全く
單
獨

の
人
な
り
き
、

氏
は
田
園

の
風

物

を
好

ん
で
描
き
ぬ

。
家
畜

の

如
き

は
好
尺
で
群
羊

を
描

き
、
又

日
光

に
對

し
て
、
或
は
原
野

の
勞

働

に

疲

れ
て
居

眠

る
馬
匹

を
描

き
ぬ

。
英
國
水
夫

や
収

獲
者

の
群
が
日

光

の
下

に
樂
し
く
勞

働

し

つ
ゝ
あ
り
、
或

は
休
息

し

つ

ゝ
あ

る
、
所
謂
英
國
風

を

描

き
け

る
な
り

。

(
完

)

　
　
　

　
色

盲

色
盲

と
は
、
全
く
或
色

を
見
分
け

る
力

の
な

い
も
の
を
云

ふ
の
で

、
か

や
う

な
人

は
、
自
然
の
色

の
中

に
愉

快

の

一
部
を
減
れ

る

と
云
ふ
許
り

で
な
く

、

或

る
職
業

に
よ

つ
て
は
全

く
從
事
す

る

こ
と
が
出
來
ぬ
。
煙
草

の
濫

用
は

色

盲

の
原
由

に
な

る
こ
と
が
あ

る
と

い
ふ
か
ら

、
大

に
注
意
す

べ
き

こ
と

で

あ
る
。
(
醫
學

士
渡
邊

房
吉

氏
の
『
活
け

る
家
』
の

一
節

、
婦
人
衛
生
雜

誌

)


